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し，一般的にはこれら条件が十分でないことが，規模

の拡大を規制し，収益性を低めている。このような現

状からして，水田酪袋の成立の困難性がうかがわれる

が，今後さらにこれら地帯における飼料基盤の拡大の

可能性を検討するため，水田裏作利用あるいは田畑交

互利用について究明したい。

豪雪地域における冬期牛乳の輸送手段と

その経済性について

神　　保　　憲　　雄

（山形県農試）

1．は　じ　め　に

東北地方の寒冷積雪地域において，飼料基盤である

広大な草地をかかえることは，酪農立地上きわめて有

利であるが，その反面，冬期豪雪と長期にわたる根雪

期間が牛乳輸送を困難にし，酪農振興を阻害している

のが現況である。この研究は酪農における生産施設の

経済的配置に関する研究の中で，牛乳のパイプ輸送に

っいて検討を試み，それと対比して雪上車利用を図っ

ている事例，そして従来の肩力輸送とについて比較検

討したものである。

第1表　　冬期の　気象表

2．調査対象地域の概況

研究の対象は山形県での豪雪地帯である最上郡大蔵

相と同郡最上町である。大蔵村は昭和59年より乳牛

を基幹作目として構造改善事業が実施され，補完事業

として牛乳輸送のためのパイプ輸送を施設し，42年

11月より稼働している。最上町は向町の北8払nにあ

る前森原に戦後入植した開拓者5名で，J開拓営農振

興雪上用履帯付農用トラクター設置事業－で雪上車を

導入して利用しているものである（第1表）。

町 村 名 大　　　 蔵　　　 村 最　　　 上　　　 町

項 目　　　　　 月 1 2 1 2 5 1 2 1 2 5

気
最　　　 高 4 9 1．4 2．4 5．1 5．6 4 2 1．占 5．4

温
鼓　　　 低 －　 1．5 －　 5．1 －　 4 9 －　 2．1 －　 1 7 －　 4 5 －　 4 2 －　 1．8

（℃ ） 平　　　 均 ’ 1．7 －　 1．6 －　 1．2 1．8 n 9 －　 1．4 －　 t 7 2．2

降 日　　　 数 2 1．5 2 8．8 Z A d 2 5．7 1 0 1 7 2 2 1 1

雨 降 水 良 く花昭） 2 7 4 9 2 2 ス 5 1 8 m 2 1 °2．4 1 8 2 1 4 0 1 2 2 1 5 d

根　 雪　 期　 間 1 1 0．7 日 9 ‘ 日

妓　 深　 積　 雪 袋 5 5 9．0 （職 1 4 5 C椚

両地区の自然条件のうち冬期の気象について見ると，

大蔵村では根雪期間が11m7日，最深項雪量が5．59

mに達する豪雪地域であり，最上町は大蔵村より根雪

期吼　撥雪量とも若干少ないが，各々9d日，1・49m

と云う状態である。次に両地区の農用地について検討

すると，大蔵村の′くイプライン関係集落は豊牧，沼の

台，滝の沢の5つで，地目結合指標は水田コ5，畑＝

1，採草地＝＝dとなり草地の割合が高く，酪袋タイプ

区分では　〝水田草地型酪農■となる。最上町の前森は，

水田＝1，畑＝2，採草地＝7となり，′山地自給畑

作型番良〝となり，両地区とも草地のウェイトが高い0

酔良家率について，大蔵村では7　44，最上町は2＝
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第2表　　調査　地　の　概況

　　 項 目

地 区
良 家 ■

戸 数

魚 用 地 面 療 （ha ） 地 目結 合 指 種 酪 鹿 家 率 i 乳 牛 飼 養 密 度

田 畑 採 草 地 計 田 畑 採 草 地
蔚 農

家 数
比 率

乳 牛

頭 数

農 家 100 戸

当 り頭 数

大 皇　 牧

戸

51 50．5 8．5 88．0 128．8 2 1 7

戸

4 5

喀

8 4．5

頗

9 0 178，4

禁 書
滝 ノ沢 27 21．5 占．5 42．5 70．1 5 1 d 2 5 8 5．2 55 129 ．8

言 地 沼 ノ台 57 28．8 8．8 58．2 89．6 5 1 る 2 5 82．1 55 148 ．6

ソ 区 計 115 7 8．4 2 1．4 188．7 2 88．5 5 1 る 89 7 7，4 180 15占．5

最 上 町　　 前　 森 89 24．0 57．0 15 1．2 2 52．2 1 2 7 17 2 4．8 55 47．8

痴となり，乳牛密度を農家100戸当り頭数でみると，

大蔵相は158・5頭，最上町は4エ8頭となる（第2衷）。

以上のような条件の中で，ノミイブ輸送施設あるいは雪

上車導入前における酪農家の雪への対応は，冬期牛乳

輸送の可能人数が頭数規模を左右したく50KP人乳缶

×運搬可能家族人数）し，さらには計画的な受胎調節

による搾乳時期の調宅を図り，冬期搾乳を板力おさえ，

そして櫨墟牛で販売し冬期の飼養を見合わせるなどに

より対応せざるを得ない条件にあった。その状態を大

蔵村の集落別出荷乳量で見ると明らかである（第1回）。

5．施設の概要

大蔵村のパイプ輸送施設は，構造改善事業の補完事

業として昭和42年に設置されたが，総事業費が5，118

千円でうち半分の1、558千円が国犀補助，県費補助が 乳
呈

占25千円・残りの50帝が村費でまかなわれたぐ　　（り

′叫ブの総延長は，4．049仇で送乳所は沼の台と豊牧

に各1カ所ずつ設置され，受乳所は冬期問も除雪する

県道沿の日陰部落に設けられた（第5表）。般上町の

第5表　　パイプ輸送の事業概要

（月）1　2　3　4　5　6　7　8　9　101112

第1図　　部落別・月別乱立曲線
（42．1～4　2．12）

（大蔵相）

関 係 戸 数 事 業 史 事 業 費
事 業 費 内 訳

工　 事　 の　 概　 要
国 庫 補 助 県 費 補 助 村　 費

】1　　　 7Ib 千円 千円 千円 千円 円
9 7 戸 4 ．0 4 9 5，1 18 ．0 1．5 5 8 ．0 8 2 5 ．0 9 5 5 ．0 パ イ プ器 具 資 材 費 1，2 7 9 ．0 2 9

送 受 乳 所 建 設 費 2 カ 所 5 5 占．0 0 0

施 設 工 事 授 9 0 5，0 0 0

電 気 工 事 費 2 カ 所 5．0 0 0

機 械 精 兵 購 入 費 5 6 、0 0 0

諸 経 費 4 2 乙 5 7 1

工 事 雑 費 5 9 ．0 0 0

実 施 設 計 費 7 8 ．0 0 0

地 下 5 0 ～ 8 0 （Ⅵ埋 没
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雪上車は，昭和42年に開拓補助金で導入されたもの　帯525千円，日除け44千円，1トレーラー55千円で

である0事業費は858千円で，県費補助が498千円，　あり，利用距離は前森の開拓部落より向町の集乳所ま

借入資金280千円，自己資金が78千円である。導入　　で約8鮎でほぼ平坦である（第4表）。

機械は，雪上車（小松ユニカー12）が452千円，履

第4表　　雪上車輸送の事業概要　　　　　　　　　　　　　　　　　（最上町）

関係 農家 事 業 費
事 業　 費　 内　 訳

導　　 入　　 機　　 械
県 資補助 借 入資 金 自己 資金

千円 千円 千円 千円 円
5 戸 8 58．0 49 8．0 280．0 78．0 雪　 上　 車　　　　　 4 5 2，0 0 0

雪 上車 用 履帯　　　　 5 2 5，0 0 0

デ ラ ック ス 日除 け　　　 4 4．0 0 0

トレー ラー　　　　　　　 5 5，0 0 0

4．施設利用の実績

パイプ輸送については利用第1年度について検討し

たものである。送乳開始は昭和42年11月21日，

終期は45年5月51日で延べ利用期間は192日間で

ある。稼働期間が冬期間に限られる理由は，送乳に必

要な水が水田の滞漑水として利用されるため不足現象

第5蓑　　夏季牛乳1Kク当り手数料

が見られること，夏期間の集乳手数料が，パイプ送乳

するよりも安い費用であるからである（第5衷）。

送乳量は各月平均20t前後で総乳丑は1277■tとな

り，日平均送乳負は＝5KFとなる。このための費用は

‘08．25d円，うち流動費が212．415円，固定費が

595．821円となる（第占，7表）。

項 目 金　　 額 備　　　　　　　　　　 考

検 査 手 数 料

経済連 ク

農 協 〝

運 乳 ク

調 整 費

　 円

0．0 8

乳代の1．5 多分

0．2 2

1．1 0

0．1 0 牛乳運搬の調琶費　　 経済連

農 協 協 力 費 0．2 7 集乳のための協力費

計 1．7 7 十 1．5 喀
l

第8表　　月別送乳量　　　　　　　（大蔵村）

1 1 、 1 2 月 1　 月 2 5 4 5 計 目 送 乳 盈

K K K E Ⅹ K K K
18，7 0 4 2 0．8 9 5 2 乙7 0 0 2 5，2 1 1 2 1、7 5 0 2 0，4 5 5 1 2 7．7 1 5 ‘占5
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第7表　　パイ　プライソの経費　　　　　　　（大蔵村）

費 目　　　　　　 項 目＿＿i 金　 額 備　　　　　　　　　　 考

流

動

史

人　　　 件　　　 費

　　 円

1 7 7．5 0 0 1 カ月 10、000 × 2 人　　 1 カ月 8，00D X 1 人

光 熱 水 袈

薬 品 費

消 耗 品 蛍

1 7、1 1 5

5．5 0 0

5 0 8

電 灯料 2．1 1 5 円 燃料費 1 5，0 0 0 円

スポンジ 5 0 コ× 1 0 円

支　 払　 利　 子 1 1，0 0 0 500，000 × 5．5 ＝ 17，500 か ら預金利子 占、500 円の差額分

そ　 の　 他　計 5、0 0 0

2 1 2、4 1 5

水源管理者 への謝 礼金

固

定

費

耐用年数　 6 年の もの 5 0 9．7 5 7 （1．8 5 8，5 5 9 ＋ 占年 ）

ク　 1 0 年の もの 4 0，0 5 8 （4 4 4．8 8 1 － 4 4，4 8 8 ）÷ 1 0

ク　 1 5 年 の もの 1 8．0 9 8 （5 0 1．8 0 0 － 5 0，1 8 0 ）＋ 1 5

ク　　 2 0 年 のもの 占、5 0 0 （1 5 0，0 0 0 ÷ 2 0 ）

〝　　 5 D 年の もの 1 1．4 5 0 （5 8 1，0 0 0 － 5 8．1 0 0 ）＋ 5 0

地　　 代　計 1 0，0 0 0

5 9 5．8 2 1

第 1 ，第 2 送乳所， 1 箇所 5，0 0 0 円

合　　　　　 計 8 0 8，2 5 8

注．牛乳パイプ輸送施設概要　　山形県を参考

雪上車の利用開始は45年12月24日から44年　　2日利用し延べ利用日数は89日である（第8表）0

2月28日まで連続稼働し，さらに5月に薦雪のため

第8表　　雪上車による月別輸送乳量　　（最上町）

1 2 1 2 5

K K K

2．7 5 1．占 1 5．0 8 8．8 1 5、5 5 5．8

月　別 計

輸送乳量 占04．0 29．758．2

月別の輸送乳量は1～2月が15t，12月が2・7七，

5月はn d tの縁起29．7七である。雪上車利用の経営

収支は，運賃収入は20Kク乳缶1本単価が100円で

109．5千円，雑収入は学校給食用の材料運搬で占・7千

円，総収入11占．0千円となる。費用は機械，施設の償

却費を含めて225．1千円となり，当期欠損金が10乳0

千円となる（第9衷）。

しかし良家での実際の計算は機械，施設償却費を対象

外とし，52．5千円の経費で差引き残が65・7千円となる

単純な現金計算に終わっている0

5．輸送乳の原価試算

送乳日毎当りの送乳原価を試算すると，パイプライ

ンは1Kg当り4円7°銭となり，その内訳は1円d d

銭が流動費であり，5円10鎧が固定費となる。すな

わち目送乳近日5晦で収支相償うのは1Kg当り4円

76銭であるといえる。42年の実績から損益曲線を

第9蓑　　雪上翰送の収支　　（最上町）

蛍　　　用　　　1　　収　　　益

科　 目 金　敏 科　 目 金　衝

燃　 料　 費 19．140 運 貿 収　入 109．550

修　 繕　 貞 4，010 雑　 収　 入 8，700

支払 労 貸 1 20・175 欠　 損　 金 109．0（～7

運営事務費 5，550

保　 険　 料 2，200

租 税負 担 t 200

機械依却莫 （171，200）

施設　 〝 （1．822）

計 225，097 計 225，897

注．良家の計算は依却費をみないで現金計算

のみ
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7　8　9　101112131　2　3　4　5　6

二集乳料金（厄・円）

第2図　　バイプライソの損益曲線

作図したのが第2回である。農家での徴収料金は晦当

り5円であり，1円50銭が流動費で，1円50銭が

固定費としての償却積立金である。この5円の集乳料

金を損益曲線から逆算して，目送乳畳を算出すると

tO50Kクの乳量が必要となる。

弟5図　　雪上車利用の損益曲線

次に雪上車利用による送乳原価は，1Kク当り　7円

58銭となり，そのうち固定費が5円87銭，流動費

が1円76銭となる。雪上車利用はトレーラーの積載

容積が制限となり（20Ⅹグ人乳缶40本が限度），最

大限に横んでも5円以下には節減できない料金となる

（第5回）。パイプ輸送の場合は送乳量に制限がない

とみてよく，第1年度の実績では，目送乳時間はわず

かに40分程度たらずであった。

しかしこれら地域において輸送施設のない段階でま，

人の背で運搬され雇用の場合は，50KF人乳缶1本が

1人の限界で250円の料金を支払い，1KF当りの輸送

費が8円50銭につくことになる。

6．酪鼻振興と牛乳輸送とその適応

豪雪地域における酪農振興は，積雪が牛乳輸送を阻

害し規模拡大を規制していた現状からすれば，牛乳輸

送に万全を期すことが必須条件となる。パイプ輸送法

は自然の憤斜を利用したもので，利用戸数は施設規模

と送乳原価から試算して目送乳量1t以上が望ましく，

部落単位が利用集団となる。平担部は雪上車による集

団利用で積載限界は800晦となろう。これら輸送手段

の利用が積雪による阻害要因を解消し，あわせて規模

拡大の可能性の契機となろう。

しかし，いずれの輸送手段とも先行投資的な傾向が

葡く，これも初期段階では止むを得ないが施設規模に

あわせた乳丑の拡大を図るよう濃密な酪農の技術指導

が強く望まれる。

施設導入の効果は大蔵村では月別出荷乳畳の平均化

となって現われ，最上町では関係農家の頭数拡大に作

用したとみてよい（第10表，第4回）。

第10表　　雪上車導入農家の変化

農

家

現在頭数 雪 入

上前

農　 用　 地　　 （a）

成　 育

水

田

飼 牧 普 畑

計

番
号

墓室 料

畑

草

畑

通

畑

1
頭

8

頑

2

頭
5 150 ‘0 10 0 5 1°5

2 ‘ 2 2 1 10 8 0 9 0 10 180

5 7 1 5 150 8 0 80 1 0 170

4 7 5 4 1°0 50 100 5 15 5

5 9 5 5 1 10 100 95 5 20 0
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（月）1　2　3　4　5　6　7　8　9　101112

第4図　　バイプライソ設置前と

設置後の乳丑曲線

スプリンクラー利用による施肥体系

第1報　液肥の施用法について

藤本　順治・中島　高菜

（秋田県農試）

1．ま　え　が　き

砂丘地は霹地メロン，トマトなどの果菜煩の早熟栽

噂をはじめ，ネギ，長イモなど土壌的立地条件を生か

したそ菜栽培が多いが，早害の常習化など主に水の問

題により栽培は安定していない。

そのため，最近スプリンクラー潅漑施設の増設が目

だち，とくに県開拓パイロット事業により，耕地造成

に濯漑施設を加えたそ東の一大生産田地育成の基盤整

備が始まっている。

このような現況にかんがみ，滞漑施設の効率的な利

用をねらいとして，とくにスブリソクラー利用による

施肥体系を確立し，施肥の省力化を図ることを目的に

試験を実施した。

昭和45年度から試験を開始したが，初年度の結果

を第1報として報告する。

2．試．験　方　法

1．供試ほ場：沖積層壌土（秋田農試）

2．供試作物と耕種概要：第1表による。


